
HP からもご覧
いただけます

橋本市立城山小学校 令和６年１２月２０日発行 校長室から

早いものでもう年の瀬、１日１日があっという間に過ぎていきました。１１月後半からもたくさんの行事を行
い、そのたび子ども達は大きな力を発揮し、地域の皆様にもお褒めの言葉をたくさんいただきました。本当に
ありがとうございます。１２月２５日から冬季休業に入ります。年末年始の伝統に触れるとともに家族の一員と
して活躍できる機会を多く作ってあげてください。そして、２０２５年の目標も一緒に立ててもらえると嬉しいで
す。良いお年をお迎えください。

１１月２６日（火）吉田亘先生に歴史的なお話を聞かせてもらう中で、
「実際見た人はいないけれど、そう言われています。」というお言葉から昔

を想像してロマンを感じ、長藪城址への期待が大きく膨らみました。さあ出発。多くのボラン
ティアの方に見守られながら、６年生がわくわくしながら長藪城址へ向かって登って行きまし
た。が、今までけがをした子がいるとか救急車を呼んだことがあるとか聞いて、わくわくがど
きどきに変わっていきました。でも、みんな声をかけながら楽しく進んでいきます。「ここが堀切」とか「竪堀」
とか、後からくる子にもわかるよう、大きな声で伝え合っています。途中の説明も西の城に着いてからのお話も
しっかり聞いていました。天候が怪しくなってきたので、お楽しみのお弁当は、下へ降りてから集会所で頂くこ
とにしました。東の城へ行くときも、声を掛け合い進んでいきました。ボランティアの皆さんが登

る前に道普請をしてくださったことと、みんなを気遣う優しい気持ちのおかげ
で、誰一人けがもをすることなく下山してきました。地域にこんな素晴らしい歴
史を感じられる場所があることと、子ども達の頑張りや優しさ・団結力に感動し
た１日でした。ボランティアの皆さん、本当にありがとうございました。

１２月３日（火）放送での開会式の後、９時４５分に高学年（３㎞）が一斉にスタートし
ました。グラウンドを一周したら赤道へ！沿道にはＰＴＡ保体部の皆さん・ボランティアの方々・保
護者の皆様の熱い声援があり、子ども達は今までの練習の成果を発揮しようと頑張りました。
昨年から中・高学年に「ぴたり賞」を設定したので、みんな自分のペースを守って走っていまし
た。この賞ができて、普段の練習の大切さを感じられたようです。
次に、低学年（１㎞）男子、続いて女子とスタートしていきます。１年生は初め

てのマラソン大会。体育の時間の練習も、歩かず自分のペースで走ることができていました。
それに、練習中から、応援も素晴らしかったのですが、本番も走り切った子から自然と「がー
んばれ。」という声が・・・さすが城山っ子と感動しました。
最後は、中学年（２㎞）が一斉にスタートしました。練習初日、４年生が３年生にコースを教

えてくれました。それに応えるかのように、３年生で入賞した子も多かったです。ぴたり賞も中学年が一番多か
ったです。

子ども達の頑張りは見ている私たちにも感動を与えてくれました。応援に来てくだっさった
保護者の皆さんや保体部役員さん・ボランティアの方々も感動しましたとおっしゃってくれて
いました。また、子ども達の応援は低・中・高学年すべてで見られ、「城山小学校のすばらしさ
を改めて感じました。」とのお声もいただきました。マラソンは自分との戦いと言われます。体
力・耐力をつけるための良い運動ですが、仲間との絆を強める競技でもあるのだと子ども達

の姿から感じました。
応援に来てくださった皆様、子ども達に力を与えてくださって本当にありがとうございました。

校内マラソン大会 入賞者 ☆大会新記録
低(男子） 1 位 廣田 成 2 位 後神 奏太 3 位 木部 瑛太 4 位 山本 達己 5 位 綿谷 幸哉 6 位 福井 恒介
低（女子） 1 位 吉田 佑羽☆ 2 位 辻田 彩華 3 位 細川 心愛 4 位 鷺之上美和 5 位 保田 雪乃 6 位 出山 杏奈
中（男子） 1 位 池側 颯希 2 位 北側 颯大 3 位 橋 本 善 4 位 西岡 優馬 5 位 林 晟 多 6 位 小西 勇導
中（女子） 1 位 藤岡 絢音 2 位 加藤 ことこ 3 位 森本 夏音 4 位 今西 咲良 5 位 前田穂乃里 6 位 中岡 紗羅
高（男子） 1 位 中山 慶哉 2 位 刀祢 英磨 3 位 鈴木 嵐翔 4 位 鷺之上純也 5 位 福井 律葵 6 位 中原涼大郎
高（女子） 1 位 松山 來愛 2 位 池田 恵奈 3 位 浅田 愛空 4 位 後藤 優芽 5 位 鷺本 乃維 6 位 木下 星空

ぴたり賞
3 年 川上 悠斗 小西 勇導 鈴木 優奈 中原慎二郎 片倉 夏基 松井 愛珠
4 年 井筒 悠登 保田 笙晟
6 年 寺本 海璃 中原涼大郎 刀祢 英磨 松山 來愛

１２月１２日（木）２・３限 ４年生から６年生の学級で、１つないし２つの
出し物を出し、全校児童を楽しませました。どの学級の出し物も工夫されて

いて、待ち時間が少なく全部回れる子がたくさんいました。また、受付など運営も丁寧にできてい
て、「優しくルールを教えてくれてよかった。」という低学年もいました。準備は大変だったと思いま

すが、「来てくれた子が楽しそうでよかった。」「何度も来てくれる子がいて嬉しかった。」と喜んで
もらったことも嬉しいと感じる子もたくさんいて、素晴らしい「城山楽しんでくだ祭」に
なったなと思いました。相手のことを考え、見通しを持つ力、そして、臨機応変に対応
できる力はこれから社会に出ても必要です。今回のように、体験しながら身に付けるこ
とが大切だと思います。


